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(54)【発明の名称】 生体検出装置

(57)【要約】
【課題】  ノイズの影響を受けずに確実に生体を検出す
る。
【解決手段】  生体信号を検出する生体信号検出手段２
と、生体信号検出手段２の出力から一定時間の最小値を
検出する最小値検出手段６と、最小値検出手段手段６の
出力から生体の存在を検出する判定手段７を備えた生体
検出装置であり、生体信号検出手段２の出力が一定時間
継続してその間の最小値があらかじめ決められた大きさ
以上になっている場合に生体が存在すると判定するの
で、心拍や呼吸など生体の機能維持のために絶え間なく
繰り返される生体信号と、それ以外の原因による生体信
号検出手段１の出力と分離することが可能であり確実に
生体を検出できる生体検出装置を実現できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  心拍や呼吸など生体の機能維持のため絶
え間なく行われる生体活動に起因する生体信号を検出す
る生体信号検出手段と、前記生体信号検出手段の出力の
一定時間の最小値を検出する最小値検出手段と、前記最
小値検出手段の出力から生体の在、不在を判定する判定
手段からなる生体検出装置。
【請求項２】  判定手段は、最小値検出手段の出力があ
らかじめ決められた値より大きい場合に生体が存在する
と判定する請求項１に記載の生体検出装置。
【請求項３】  判定手段は、生体信号検出手段の出力が
あらかじめ決められた値以下になった場合に即座に生体
が不在であると判定する請求項１に記載の生体検出装
置。
【請求項４】  最小値検出時間変更手段を持ち、最小値
検出手段が最小値を検出する時間を変更する請求項１に
記載の生体検出装置。
【請求項５】  最小値検出時間変更手段は、判定手段が
不在と判定している時点における生体信号検出手段の出
力があらかじめ決められた量以上となった場合に最小値
検出手段が最小値を検出する時間を長くする請求項４に
記載の生体検出装置。
【請求項６】  最小値検出時間変更手段は、判定手段が
不在と判定している時点における生体信号検出手段の出
力があらかじめ決められた量以下となった場合に最小値
検出手段が最小値を検出する時間を短くする請求項４に
記載の生体検出装置。
【請求項７】  生体信号検出手段の出力を平滑化する平
滑化手段を持ち、最小値検出手段は前記平滑化手段の出
力の最小値を検出する請求項１から６のいずれか１項に
記載の生体検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、座席やベッド等の
生体の在、不在を検出する生体検出装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】従来この種の生体検出装置は、例えば特
開平０６－３１７６７６号公報に開示されるようなもの
であった。図５に従来の生体検出装置のブロック図を示
す。すなわち、１３は座席１１の表布１２に配設された
可とう性のある圧電素子、１４は圧電素子１３の出力信
号を増幅する増幅手段、１５は増幅手段１４の出力のあ
る特定の周波数成分をろ波するフィルター、１６はフィ
ルター１５の出力信号の一定時間の最大変位量を検出し
出力する最大変位量検出手段、１７は最大変位量検出手
段１６の出力から座席に座った生体である人体の存在の
有無を判定する判定手段である。
【０００３】図６に従来の生体検出装置の最大変位量検
出手段１６の出力図を示す。ここで、人体が座席１１に
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着座すると座席１１の表布１２に配設された圧電素子１
３が変形を受け、圧電効果により電圧が発生する。この
発生信号には、図６のＡのように人の着座時には着座の
衝撃により一時的に大きな信号が現われるが、人体が安
静にしていると、Ｂで示すように、人体の心拍や呼吸に
よる細かな体動信号が現われる。人体がいなければＣで
示すように出力信号は小さくなりゼロに近づく。座席１
０に物が置かれた場合は、置かれた瞬間には、Ｄに示す
ように、一時的に大きな信号が現われるが、物には人体
のような心拍や呼吸による細かな体動はないのでＥに示
すように出力信号は再びゼロに近づく。このような圧電
素子１３からの出力信号を、増幅手段１４が増幅し、フ
ィルター１５が必要とする周波数成分に濾波し、最大変
位量検出手段１６がフィルター１５の出力の最大変位量
を検出して、この値を用いて判定手段１７が人の在、不
在を判定する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の生体検出装置では、圧電素子を敷設する場所が板間
や畳などの硬い床材の上に直接配置された場合などでは
振動センサの振動が妨げられるため、生体が生体信号検
出手段の上にあってもセンサの出力が小さくなり生体信
号を検出し難くなる欠点があった。特に、寝床に敷設し
て寝ている人の有無を検出しようとする場合では、衛生
面や日常の上げ下げの面でわずらわしくなるために寝床
の人体側には敷設し難く、寝床の下に人体信号検出手段
を敷くことの可能なシステムが求められていた。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題を解決
するために、心拍や呼吸など生体の機能維持のため絶え
間なく行われる生体活動に起因する生体情報を検出する
生体信号検出手段と、前記生体信号検出手段の出力の一
定時間の最小値を検出する最小値検出手段と、前記最小
値検出手段の出力から生体の在、不在を判定する判定手
段とからなる。
【０００６】上記発明によれば、生体信号検出手段が検
出する生体信号の一定時間の最小値を用いて生体の有無
を検出するので、生体により生体の心拍や呼吸など生体
の機能維持のために絶え間なく繰り返される生体信号
と、それ以外の原因による生体信号検出手段の出力とを
高い精度で分離することが可能で、確実に生体を検出で
きる生体検出装置を実現できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】本発明の請求項１にかかる生体検
出装置は、心拍や呼吸など生体の機能維持のため絶え間
なく行われる生体活動に起因する生体情報を検出する生
体信号検出手段と、前記生体信号検出手段の出力の一定
時間の最小値を検出する最小値検出手段と、前記最小値
検出手段の出力から生体の在、不在を判定する判定手段
からなる。
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【０００８】そして、生体信号検出手段が検出する生体
信号の一定時間の最小値を用いて生体の有無を検出する
ので、生体により生体の心拍や呼吸など生体の機能維持
のために絶え間なく繰り返される生体信号とそれ以外の
原因による生体信号検出手段の出力とを高い精度で分離
することが可能で、確実に生体を検出できる生体検出手
段を実現できる。
【０００９】また、本発明の請求項２にかかる生体検出
装置は、最小値検出手段の出力があらかじめ決められた
値より大きい場合に生体が存在すると判定手段が判定す
る。
【００１０】そして、生体信号検出手段が一定時間連続
して生体信号の検出を続けその間の最小値があらかじめ
決められた値以上になっている場合に生体の存在を検出
するので確実に生体の存在を検出できる。
【００１１】また、本発明の請求項３にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段の出力があらかじめ決められ
た値以下になった場合に即座に生体が不在であると判定
手段が判定する。
【００１２】そして、生体の存在から不在への変化を即
座に検出できる。
【００１３】また、本発明の請求項４にかかる生体検出
装置は、最小値検出時間変更手段を持ち、最小値検出手
段が最小値を検出する時間を変更する。
【００１４】そして、生体検出手段の置かれた環境によ
り変化する生体信号検出手段の出力のうち生体に起因し
ない信号の大きさなどの要因に適切に対応することが可
能で、環境に応じて最適な生体検出装置を提供できる。
【００１５】また、本発明の請求項５にかかる生体検出
装置は、判定手段が不在と判定している時点における生
体信号検出手段の出力があらかじめ決められた量以上と
なった場合に、最小値検出時間変更手段が、最小値検出
手段の最小値を検出する時間を長くする。
【００１６】そして、生体信号検出手段の出力のうち生
体に起因しない信号が大きかったり、発生頻度が多い場
合に、最小値を検出する時間を長くすることにより、生
体信号ではない場合の小さな出力を検出する機会を多く
持たせて生体の場合と生体でない場合と検出する感度を
向上させることが可能で、環境に応じて最適な生体検出
装置を提供できる。
【００１７】また、本発明の請求項６にかかる生体検出
装置は、判定手段が不在と判定している時点における生
体信号検出手段の出力があらかじめ決められた量以下と
なった場合に、最小値検出時間変更手段が、最小値検出
手段の最小値を検出する時間を短くする。
【００１８】そして、生体信号検出手段の出力のうち生
体に起因しない信号が小さかったり、発生頻度が少ない
場合に、最小値を検出する時間を短くすることにより、
判定精度を落とすことなく生体の在、不在を判定する間
隔を短くすることができるので、環境に応じて最適な生
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体検出装置を提供できる。
【００１９】また、本発明の請求項７にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段の出力を平滑化する平滑化手
段を持ち、最小値検出手段は前記平滑化手段の出力の最
小値を検出する。
【００２０】そして、何らかの原因で生体が存在するの
に生体信号検出手段の出力が得られない瞬間があっても
平滑化手段によりその変化を吸収できるので、確実に生
体を検出できる生体検出手段を提供できる。
【００２１】
【実施例】以下、本発明の実施例について図面を用いて
説明する。
【００２２】図１は本発明の実施例における生体検出装
置のブロック図である。本実施例では生体を支持する支
持手段として敷布団の場合を示す。図中１は生体の支持
手段である敷布団、２は敷布団１の下側に配置された生
体信号検出手段である振動センサ、３は振動センサの出
力信号を増幅するとともに不要な周波数成分を除去する
信号処理手段、４は信号処理手段３の出力の振り幅を算
出する振り幅算出手段、５は振り幅算出手段の出力を平
滑化する平滑化手段、６は平滑化手段５の出力のうち一
定時間の最小値を検出する最小値検出手段、７は最小値
検出手段７の出力と平滑化手段４の出力とから敷布団１
上の生体の有無を判定する判定手段、８は判定手段７の
判定結果を表示する表示手段である。ここで振動センサ
２は敷布団１の下側に配置されており、振動センサ２の
下は畳９となっている。また、信号処理手段３は生体信
号検出手段２の出力を増幅する増幅手段３ａと不要な周
波数信号を除去するフィルター３ｂとからなっている。
さらに、判定手段７の出力と平滑化手段５の出力とから
最小値検出手段６が最小値を検出するための時間を変更
する最小値検出時間変更手段１０を持ち、不在時の振動
状況から最小値検出手段６が最小値の検出に用いる時間
を変化させるようにしている。
【００２３】上記構成の作用について説明する。図２に
振り幅算出手段４の出力図を示す。なお、振り幅算出手
段４では安静時の心拍間隔より長い２秒間の振り幅を算
出して出力している。生体である人体が敷布団１に着床
し横になったり座ったりすると敷布団１の下側に配設さ
れた振動センサ２が振動して振動の大きさに応じた電圧
を発生させる。この発生信号には、図２に示すように、
着床時には着床時の衝撃により一時的に大きな信号が現
われる（Ａ）が、人体が安静にしていると人体の心拍や
呼吸による細かな体動信号が現われる（Ｂ）。人体がい
なければ出力信号は小さくなりゼロに近づく（Ｃ）。一
方、敷布団１に物が置かれた場合は、物が置かれた瞬間
には一時的に大きな信号が現われる（Ｄ）が、物には人
体のような心拍や呼吸による細かな体動はないので出力
信号は再びゼロに近づく（Ｅ）。また、人が敷布団１の
上を歩いて通過したような場合も物を置いた場合と同様
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になる。このこのような振動センサ２からの出力信号
は、信号処理手段３の増幅手段３ａが増幅し、フィルタ
ー３ｂが不要な周波数成分を除去し、振り幅算出手段４
が信号処理手段３の出力信号の振り幅を算出し、平滑化
手段５が振り幅算出手段４の出力信号を平滑化し、最小
値検出手段６が平滑化手段５の出力のあらかじめ決めら
れた時間の最小値を検出する。判定手段７は最小値検出
手段６が検出した最小値があらかじめ決められた値より
大きい場合に生体が存在すると判定し、また、最小値検
出手段６が検出した最小値があらかじめ決められた値よ
り小さい場合に判定手段７が生体が存在しないと判定す
る。さらに、判定手段７はこれまで在と判定されている
場合、平滑化手段５の出力があらかじめ決められた値よ
り小さくなった場合には即座に在から不在へ判定を変化
させている。このような判定手段７の判定結果は表示手
段８に表示される。
【００２４】この生体の存在と不在の検出は、振動セン
サ１が生体の呼吸活動や心臓の拍動により発生する振動
を検出することにより行なっているが、このような振動
は非常に微細であるため、生体以外による振動がある場
合には生体の有無を正確に判別することが困難になる場
合も多くあった。しかし、呼吸活動や心臓の拍動は生体
が生命活動を維持している限り一定の間隔で繰り返され
るものであるのに対し、生体以外の信号は、多くの場合
一過性の振動であり継続時間は限られる。従って、振動
センサ１が置かれた環境の振動の状況によりその振動の
継続時間より十分に長い時間を決定し、その時間以上生
体の活動時の振動レベル以上の振動が続く場合に生体が
存在すると判定し、生体の活動時の振動レベル以下の振
動になった場合に生体が不在と判定することにより、確
実な生体検出が可能になる。
【００２５】図３に生体が不在の場合の振り幅検出手段
の出力を示す。横軸は時間で１ディビジョンを１０秒で
表示し、また、図中のＶｔは生体信号識別手段５が振り
幅出力手段の出力から生体信号と認識する閾値である。
敷布団上に生体が不在である場合、通常はほとんど振動
はないが、敷布団の近くに人が歩いてきたり（図中
Ａ）、近くの道路に車が通過した（図中Ｂ）場合に生体
の活動時の振動レベルであるＶｔ以上の値になってい
る。しかし、いずれも一過性の振動であるので、１０秒
～３０秒で出力が小さくなっている。このように、振動
が多い場所に設置した場合でも、その振動が一過性のも
のであれば、振動の継続時間より十分長い時間で信号の
継続を確認すると、その間に出力が小さくなる確率は非
常に高くなる。これは、たとえば、自然界における風速
の時間変化を周波数解析した場合に１／Ｆの分布を示す
ことからも説明できる。１／Ｆとなる場合、周期の長い
変動のパワーが周期の長い変動のパワーより大きいた
め、周期の長い変動が支配的になり、ある程度の時間で
観察すれば周期の長い変動で風が極めて小さい時間が出
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現する確率が高くなる。振動センサの振動が室内の気流
によって引き起こされる場合であればこの原理をそのま
ま適用できる。また、道路における自動車の運行などで
も同様な規則性があることが知られており、従って、こ
のような一定時間の間に高い確率で存在する振動レベル
の低い状態を検出し、絶えることなく発生する呼吸活動
や心臓の拍動に起因する生体振動による出力ではないこ
とを極めて高い確率で認識することができる。
【００２６】本実施例では、上記のような原理に基づ
き、１分間の振動センサの出力を調べ、最小値検出手段
が検出した１分間の振り幅の最小値がＶｔ以下になった
場合に生体信号が１分間継続して発生しなかったとして
その１分間を不在であると判定し、表示手段８に出力し
ている。この判定の様子を図４に示す。図中Ａでは敷布
団１の上の近くを通っただけなので、振動が１分以上継
続しなかったので不在であるが、Ｂでは敷布団１に入床
したので以降Ｖｔ以上の出力が継続し人が存在すると判
定が変化している。Ｃは離床で出力が小さくなったとこ
ろで存在から不在に判定が変化している。Ｄは敷布団の
近くを歩いただけでＡと同様に不在のままである。この
ように本実施例の生体検出装置は入床と一過性の振動と
を確実に分離でき、正確な生体検出ができる。
【００２７】なお、本実施例では、上記のように１分間
毎に存在と不在の判定をしているが、存在から不在に判
定を変化させる場合は、平滑化手段５の出力がＶｔ以下
に変化したときはその時点で次の判定は不在となること
が確定するので、判定手段７は平滑化手段５の出力を直
接用いていこの時点で即座に不在と判定して出力してい
る。例えば、存在と不在の時間変化を記憶手段などに記
憶しておき後で状態をチェックする場合には、１分毎に
変化のみを記憶させておくが、表示手段への表示につい
ては、平滑化手段５の出力がＶｔ以下になった時点で不
在と表示させるなどの構成をとることにより、表示を確
認する人が状態をすぐに確認可能とすることができる。
【００２８】また、本実施例では、最小値検出時間変更
手段１０が最小値検出手段６において平滑化手段５の出
力から最小値を検出するために用いる時間を決定してい
る。これは、不在時の振動による平滑化手段５の出力
が、最小値検出手段の最小値を決定するために用いる時
間に対して一定割合を超えることがあった場合に、現在
の時間では正確な生体の検出を行なうためには十分でな
いと判断し、最小値検出時間変更手段１０が最小値検出
手段６において最小値の検出に用いる時間を更に長くす
るようにしている。本実施例では、当初は１分間で平滑
化手段５の出力の最小値を検出しているが、不在時に平
滑化手段５の出力がＶｔを２０秒、すなわち、最小値を
検出する時間の３分の１以上連続して越えることがあっ
た場合に、１分３０秒に延長して最小値を検出するよう
にしている。さらに、１分３０秒に延長した後に不在時
の平滑化手段の出力がＶｔを２０秒以上連続して越えな
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7
い状態が３０分以上継続すると、再び最小値を検出する
時間を１分に戻している。このような構成によって、敷
布団が置かれた振動環境に違いがあったり、時々刻々と
変化しても、環境に適応して確実に生体を検出できるよ
うにしている。
【００２９】また、本実施例では、平滑化手段５を用い
て振り幅算出手段４の出力を平滑化して最小値の検出に
用いているが、これは、一定時間の最小値を用いて生体
の判定を行なっているため、生体が存在中に予期せぬ小
信号が一瞬でも発生した場合に判定を間違う場合があ
り、それを防止するために設けられている。平滑化手段
５が存在することにより一瞬の小信号があってもその前
後にある程度の大きさの出力が得られておれば出力がす
ぐに小さくならず、最小値もすぐには低下しないので、
簡単に上記のような状態を防止できる。ただし、これ
は、信号処理手段３や振り幅算出手段４の構成で解決で
きる場合もあり、必ずしも平滑化手段が必要となるわけ
ではない。平滑化手段５が省略されている場合、最小値
検出手段６と判定手段７は振り幅算出手段４の出力を用
いて最小値検出と判定を行なえばよい。
【００３０】以上のように、本実施例の生体検出装置
は、生体の呼吸や心臓の活動による生体活動を維持する
ために止まることなく繰り返される生体活動による生体
信号を用いて敷布団などでの生体の在、不在を判定する
ので、敷布団が置かれた環境の振動状態の影響を減じる
ことが可能で確実に生体の在、不在を検出できる。
【００３１】なお、本実施例の生体検出装置では生体信
号検出手段として振動センサを使用しているが、呼吸活
動や心臓の拍動による生体信号を検出手段であればいか
なる手段でもよく、たとえば、心臓の活動であれば、心
電信号検出手段、心音検出手段、脈波検出手段、呼吸活
動であれば胸郭インピーダンス検出手段、呼気の検出手
段などがある。
【００３２】また、本実施例の生体検出装置では、生体
信号検出手段を敷布団の下に敷設したが、椅子や座布団
など生体がその上で安静になる場所であれば、どこでも
よい。
【００３３】また、本実施例の生体検出装置では、振動
センサの振り幅を用いているが、振幅だけでなく周波数
特性を用いて生体信号の細かい特徴を抽出するものでも
よい。この場合、環境振動の周波数特性が生体信号の周
波数特性と異なる場合には、自動車など長時間振動下に
置かれる環境でも有用な生体検出手段となりうる。
【００３４】また、本実施例では、最小値検出手段が最
小値を検出するための時間や、最小値検出時間変更手段
が最小値検出手段の最小値を検出するための時間を変更
する場合の条件等について数値で具体的に表現している
が、あくまでも実施例における１例であり、上記以外の
条件であってもよい。
【００３５】また、本実施例では生体の支持手段として
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敷布団を用いているが、ベッドや座席に使用するもので
もよい。特に、木製の固いベッドや座席に用いる場合は
有効である。
【００３６】また、本実施例では信号処理手段は増幅手
段とフィルターとからなっているが、増幅手段は生体信
号検出手段の感度がよく出力が十分取れる場合は必ずし
も必要ではなく、フィルターも不要な信号成分の大きさ
が生体信号より十分小さい場合は不要にできる。
【００３７】また、本実施例では最小値検出時間変更手
段１０を用いて最小値を決定する際の時間を変えられる
ようにしているが、振動環境の安定している場所に用い
る場合には特に必要ではなく、生体検出装置を設置する
状況に応じて組み込んだり取り外したりしてもよい。
【００３８】また、本実施例では生体信号検出手段とし
て敷布団の下に敷き人体の振動を直接受ける振動センサ
ーを用いたが、たとえばレーザー変異計などにより非接
触で呼吸や心拍活動に起因する人体の腹部の上下動を検
出して人体検出を行うものや、ｃｃｄカメラなどを用い
非接触で布団上の人体の呼吸や心拍活動に起因する微妙
な変化を検出して生体を検出するものに適用しても同じ
効果が得られる。
【００３９】また、本実施例では、生体信号検出手段の
出力から振幅算出手段により振り幅を算出し、生体信号
識別手段により振り幅が生体信号のレベル以上にあるか
どうかを検出して出力しているが、振り幅算出手段と生
体信号識別手段は生体信号検出手段として振動センサを
用いている本実施例のシステム上で必要になる構成であ
って、他の生体信号検出手段の場合はその生体信号の性
格により構成が異なる場合がある。しかしながら、その
場合でも継続信号検出手段を用いることにより正確な生
体検出が可能となるという効果は変わらず、本発明の効
果には影響しない。
【００４０】上記実施例に述べたように、本発明の生体
検出装置は、生体以外のノイズにより生体信号検出手段
の出力が現れてしまう場合でも、座席やベット、布団上
での生体検出が確実に行える。これを用いて、生体の
在、不在で温熱制御や音響制御を自動で行ったり、乗り
物や映画館などの空席検索などに利用できる。さらに、
在席時間や在床時間のチェックが可能で、特にベッドや
布団上における人体の在、不在を判定すれば睡眠などの
生活状況を記録することもできる。さらに、このように
検出した人体の生活状況を用い通常より在床時間が長い
など日常の生活と異なる生活状況であると認識した場合
に親戚などの第３者にその状況を伝え注意を促すシステ
ムにも応用できる。
【００４１】
【発明の効果】以上の実施例で説明したように本発明の
請求項１から５に示す生体検出装置は以下のような効果
がある。
【００４２】すなわち、本発明の請求項１にかかる生体
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検出装置は、生体信号検出手段が検出する生体信号の一
定時間の最小値を用いて生体の有無を検出するので、生
体により生体の心拍や呼吸など生体の機能維持のために
絶え間なく繰り返される生体信号とそれ以外の原因によ
る生体信号検出手段の出力とを精度よく分離することが
可能で、確実に生体を検出できる生体検出手段を実現で
きる。
【００４３】また、本発明の請求項２にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段が一定時間連続して生体信号
の検出を続けその間の最小値があらかじめ決められた値
以上になっている場合に生体の存在を検出するので確実
に生体の存在を検出できる。
【００４４】また、本発明の請求項３にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段の出力があらかじめ決められ
た値以下になった場合に即座に生体が不在であると判定
するので、生体の存在から不在への変化を即座に検出で
きる。
【００４５】また、本発明の請求項４にかかる生体検出
装置は、生体検出手段の置かれた環境により変化する生
体信号検出手段の出力のうち生体に起因しない信号の大
きさなどの要因に適切に対応することが可能で、環境に
応じて最適な生体検出装置を提供できる。
【００４６】また、本発明の請求項５にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段の出力のうち生体に起因しな
い信号が大きかったり、発生頻度が多い場合に、最小値
を検出する時間を長くすることにより、生体信号ではな
い場合の小さな出力を検出する機会を多く持たせて生体
の場合と生体でない場合と検出する感度を向上させるこ
とが可能で、環境に応じて最適な生体検出装置を提供で*
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*きる。
【００４７】また、本発明の請求項６にかかる生体検出
装置は、生体信号検出手段の出力のうち生体に起因しな
い信号が小さかったり、発生頻度が少ない場合に、最小
値を検出する時間を短くすることにより、判定精度を落
とすことなく生体の在・不在を判定する間隔を短くする
ことができるので、環境に応じて最適な生体検出装置を
提供できる。
【００４８】また、本発明の請求項７にかかる生体検出
装置は、何らかの原因で生体が存在するのに生体信号検
出手段の出力が得られない瞬間があっても平滑化手段に
よりその変化を吸収できるので、確実に生体を検出でき
る生体検出手段を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例における生体検出装置のブロ
ック図
【図２】同装置の振り幅算出手段の出力特性図
【図３】同装置の生体が不在の場合の振り幅算出手段の
出力特性図
【図４】同装置の振り幅算出手段の出力と判定手段の判
定結果を示す図
【図５】従来の生体検出装置のブロック図
【図６】同装置の信号処理手段の出力特性図
【符号の説明】
２  振動センサ（生体信号検出手段）
５  平滑化手段
６  最小値検出手段
７  判定手段
１０  最小値検出時間変更手段

【図２】 【図３】
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